
  

  

  

  

  

日下歩 
〈社会：N◎VA，学生，ストリート〉 

12 清和学園の２年生。叶瑞枝の後輩。性格は少しきついが、細かい気配りが
出来、同級生からの印象は良い。（マネキン◎）※[アドレス]を入手 

14 亡くなった叶瑞枝と親しかったが、彼女が死んでからは批判的な態度を取
っている。レッドエリアに対し、強い偏見を持っているようだ。 

16 アサクサの事件の当日、彼女は叶瑞枝と共にアサクサを訪れていた。彼女
は事件のもう一人の当事者である。 

18 「学生カバン」と呼ばれる組織の一員のようだ。→【学生カバン】 
 

河渡のレッガー 
〈社会：N◎VA，ストリート〉他 

11 河渡連合音羽組の構成員。主な役割はメッセンジャー。 
16 叶瑞枝にＩＤと資金援助をする代わりに肉体関係を持ち続けていた。 
18 上の情報は、叶瑞枝が《不可触

インセンサブル
》で用意した嘘である。レッドエリアか

らの不法侵入が単独犯であると思わせる為の偽装のようだ。 
20 事件の日、叶瑞枝とは「学生カバン」への伝令の為に会っていた。 
→【学生カバン】 

 

学生カバン 
〈社会：ストリート，学生〉他 

15 同好会に偽装されているが、その実は非合法な物資などを運搬する運び屋
集団。 

17 未登録市民
Ｘ ラ ン ク

の少年少女で構成されており、河渡連合の下部組織である。河
渡は偽装ＩＤと学費などを彼らに提供する代わりに、組織にとってリスク
の高い物の運搬をさせている。 

20 組織を設立したのは叶瑞枝。レッドエリアのストリートチルドレン達を束
ね、音羽組と交渉し、学生カバンを今の形に作り上げた。 

叶瑞枝 
〈コネ：叶瑞枝〉他 

10 清和学園の３年生。先日アサクサで殺害された。気さくな性格で面倒見も
良く、学校での評判も良かった。→【アサクサの事件】 

12 押し掛け助手として、『フェイト』の事務所によく顔を出していた。 
14 レッドエリアから不法侵入した未登録市民

Ｘ ラ ン ク
である。共に殺害された河渡連

合のレッガーと“親密な関係”を持っていた形跡が残されており、彼を通じ
て偽装ＩＤを入手したと思われる。→【河渡のレッガー】 

16 生前の彼女の姿を最後に見たのは、清和学園の２年生、日下歩である。 
→【日下歩】 

 

エレナ・鈴原 
〈社会：N◎VA，ストリート〉 

12 レッドエリアに住むＸランクのサイバー技師。レイナという娘がいた。夫
とは死別しており、女手一つで娘を育てた。 
※[エレナの店のアドレス]を入手する 

15 娘のレイナは数年前、ストリートのレッガーにより連れ去られ、殺害され
ている。 

16 エレナは、娘の捜索をＳＳＳやＢＨに何度も嘆願したが、彼女はＸランク
であった為、彼らが動く事は無かった。 

18 彼女はマッドマンティスである。→【マッドマンティス】 
 

アサクサの事件 
〈社会：N◎VA，ストリート，警察〉 

12 被害者は、清和学園３年生の叶瑞枝と、河渡連合のレッガーである。事件
の容疑者はサイバーサイコのマッドマンティス。 
→【叶瑞枝】【河渡のレッガー】【マッドマンティス】 

14 犯人、被害者、共にＸランクであった為、ＢＨの捜査は打ち切られた。 
しかし現在、『イヌ』が単独で捜査を行っているらしい。 

16 現場には、もう一人当事者が居た。それは、瑞枝の後輩である日下
くさ か
歩
あゆむ
。

瑞枝は、彼女を庇ったせいで逃げ遅れたようだ。→【日下歩】 
 

エレナ・鈴原 
〈コネ：叶瑞枝〉 

15 彼女の娘、レイナ・鈴原は、叶瑞枝らと共にレッドエリアを抜け出す筈だ
った。しかし、彼女は誘拐・殺害され、それは叶わなかった。 

 

マッドマンティス 
〈コネ：マッドマンティス〉他 

12 レッガーばかりを狙う神出鬼没のサイバーサイコ。カマキリを思わせる複
眼のサイバーアイと両腕のスラッシャーが特徴。 

14 先日アサクサにて、清和学園の女子生徒、叶瑞枝と河渡連合のレッガーを
殺害した。→【アサクサの事件】【叶瑞枝】 

16 ラージマンティスという大型戦闘用ドロイド（アラシ◎）を従えている。
高度な偽装がされており、潜伏先は不明。 
※マッドマンティスの《不可知

インセンサブル
》の効果 

 

エレナ・鈴原の精神状況 
〈心理〉他 

12 彼女の精神は、復讐の為に行った過剰なサイバー化のせいで著しく均衡を失ってい
る。現在の彼女の精神は、三つの強い衝動によって動かされている。「レッガーへ
の憎悪」「イヌへの不信」、そして「亡き娘への愛情」である。 

14 娘と仲の良かった 少 女
ストリートキッズ

たち…叶瑞枝や日下歩を、自分の娘と同一視している。 
16 アサクサにて娘に接触する河渡のレッガーの存在、そして巡回していた『イヌ』の
姿は、彼女の危うい精神をかき乱し、彼女は娘を守ろうと手を伸ばした。しかし、
その手は人を殺める刃であった為、叶瑞枝は死亡した。これが、アサクサでの事件
の真実である。 

18 彼女は現在、日下歩を娘と同一視し、常に歩の近くで、彼女の姿を見守っている。
エレナの精神は極めて不安定であり、歩の身が危ない。 

 


